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金澤蟹科大學病理學教室
   （非多 一」』季丈指婁チ旨幸募）

諸種ノ實験的疾病二於ケ〃皮下

組織球ノ貧喰能ノ愛化二就テ

共2 「べ：／ツオール中毒

助手渡 蓬 四 螂
    （昭和7年8月27日受付）

日   次

   糠  言

第一章 實験方法

第二章 買験成績

第三軍 総桐及ピ考按

   繍  諭

緒   言

 「ベンツオール」ガ血液白血球籔テ減少セシムル事費ハ古クSmtes㎝二体リテ護見セラ

レ，之ガ白血球，赤血球等二対スル影響テ動物質験ニョリテ初メテ研究セルバLa㎎lois火

ビDesbou1sナリ．共ノ後Sellingハrベンツオール中浦動物二就キ系統的二血液細胞，造

血臓器及ビ淋巴装置等ノ組織聯的瞼索テ行ヒ，和攻イデ多タノ研究嵜ニョリテ極メテ多敷

ノ業績褒表セラレタリー然レ共之箏ノ業絞ハ青ア迄モナク主トシテ血液細胞又ハ造血臓器二

開スルモノニシテ，白血球ト類似ノ機能ラ有スル組織球惟細胞二及ボス影響二就キナ研究セ

ル業績ハ極メテ稀ニシテ僅カニF㎝伽a，Camp＆Bunti㎎t㎝，志摩，Si1besberg等ノ研

究アルニ過キズ．比等ノ研究ハ「ベンツオール」中毒ト「カル｛ン」ノ生態染色トノ鯛係テ見劣

ルモノニシテ，英ノ結果ハアル人ハ組織球性細胞ハ「ベンツオール」ニヨリ影響ヲ受クルトナ

シ，叉アル人ハ影響ラ蒙ラストナセリ．余八家兎二「ベンツオール」テ注入シタル後皮下組織

テ探リ，「ノイトラル赤染色試験，墨粒貧峻試験ラ施シテ該組織中ノ細織球性細胞ノ機能的

蟹化ノ有無テ観察シクリ．ソノ結果ヲ攻二叙述セントス．

第一章 費験材料及ビ賢験方法

 實騒動物ハ中等大ノ鰹廃家兎テ使用セリ．

 「＾：ソツオール」ハMerk製ノ化學的純粋ナル毛ノテ使用セリ．

 「ベンツテール」ノ注入部位ハ腹部叉ハ背部中央ノ皮下テ選ビ，先ヅ局所ノ毛チ勇除シ沃度丁幾テ以テ浦

毒シタル後注入セサ．一回ノ流入量ハ純ベンツオール」〔「ナレーフ油ヂ以テ稀癬セズ）2・0－3刀㏄ナリ、注

入役薬品ガ局所ニノミ集在スルチ可及的遮ケンカ爲メ充分摩擦セリ．組織ノ採取ハ腹部二流入セル場合ニ

ハ背部ヨリ，叉背部＝法人セル揚含ニハ腹部ヨリ之ヲ嘱セリ．採取ノ方法バ第1報告二述ベタルト回ジ．
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「ノイトラル赤染色，墨粒寅喰，血液検査等ノ諸術式ハ第1報告二於テ詳述セルト回ジ．

第二章 賓 験 成 績

 3頭ノ家兎テ用ヒテ夫々「ベンツオール」ノ注射量テ異ナラシメ観察チ行ヘリ．耐シテ第一

號家兎ハ「ベンツオール」ノ注射部位テ背部二，皮下組織探取部倣テ腹部二選ビ，第2號及第

3號家兎ハ注射部位テ腹部二，組織探取部位テ背部二選ベリ．

 家兎（I）（9）本動物二歳キナ先ヅ健常態二於ケル皮下組蝉ノ機能検査，血液楡杏等テ行

ヒタル後「ベンツオール」テ毎日2．Occ宛2回之ヲ背部皮下二注入シ後毎日叉ハ隔日二組織球

ノ機能試験，血液検査等テ實施セリ．ソノ域績テ繋グレバ次ノ如シ．

                第   1  表

實 責 騒 赤 血 自 白血球百分率 暇暗 核移動像験 験 重 血 色 血 慢性嗜麗 性好 一 山一  ■II 1   一      ■｛■“■

ユナ 淋巴 手ノ月 日 （瓦 鍵
翫’盟） 球 1工」性白 チン 享；1

「球工L数≡
I II m ］V V 平均

日 鞍
） 敷

鰯献血球 嗜如一球 球 核敏
一      一   1  －I

1・／・1

剛 …j・・j・…『
1 一 ⊥

’」上皿一ユ511刀i l l 一

47．O 450－5．5 3628 ，・813プ3・一10 1 2．42

」 ■検豊後背部皮下＝1B㎝zo12㏄注入

・1／・1・1・…1…1・・1・…≡ 44．O O．51－O＝ 53．O1．5－2077 51 40；9 H ■
1．58

楡査後背部皮下二鴉㎝王。12㏄注入 i

12／X 2 1970 516 87 4680 32．5 ＿ ＿一6Z．5ぽO 1521 62 23 12 3
＾

1．56
i

13／X 3 1950 516 83 2520 41．5 一 一56．O 2．5 1046 42 36 15 7
．

I．87
1

I

14／X 4 1950 495 80 36004ZO 馬53．O一
5．O 1512 36 37 23 4 1 1．99

15／X 5 1970 490 80 4640－ Sア．5 ○巧 0．O ’410 1α5 2204 43 32119 6
■

1石8

17／X 7 2000 498 83 5320 4＆O
■ 一1

42．O 1O刀 2554 41 36 ユ8 5 1 132

20／X 10 1880 515 80 5500 5α5  ！P．O ユ．O 02．5 5．O 2778 25 41 26 7 2 Z23

24／X 14 2000 535 85 6700■ 5ZO 1．0 一

，
41．O a0 3484 25 40 25 1O

■ Z20

第   2   表

實 實     組織球ノ墨粗食喰試験成綬
験  験     墨汁内野藏2時間ノ標本         墨汁内野藏8時間ノ標本

月日破検薩蹴貧喰欄固鱗平均標準；穣検鱗餓瀞麟1粥標準
1敷細胞椚）r；一1・同冊1繋偏差1細胞藪習）土1・小1偉偏差

・・／・f …1・…1．・・1・

検萱後背部皮下二：B㎝臣。12㏄泣入

・1／・い1…1・・1・・1・・1・

i1，200．81100－10254511551．8d097

1．2仙821001112740184胴α99
検豊後背部皮下二B㎝呈。12㏄注入
1・／・…、器、、11、、身、、。，6・……・罵、11）」・、元、、長、

舳・出（元）両’一・（1、、ll，ll：1（1、、、、
1，82 1．33

1，56 1．33
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22 30 7
・ ■

  11．一4

ユ．02 100
16 24 20 3

■14／X 4 100
（7〕 （9〕 （15） （9） （1） （6） （6） （9） （7） （9）

1．54 1．20

22 25 1O
i 1，12 O．91 100

15 21 18 2
口15／X 5 100

（5） （10） 18） （7） ・ （7） （8） （10〕 （10） （9）
1．57 1．21

17／X 7 100
23 36 25

■ ， 1．16！0．95 100
］0 25 39 7 7

（3） （3） （16） （勾） （1） （3） （4） （5） （3） （3）
1，63 O．97

20／X 10 100 23 41 34 2
一

1，160．73
@ I1，190．81  一

100 10 29 41 18 2 1．72 O．97

24／X 14 100 22 40 35 3
一

100 9 27 45 13 6 1．80 O．98

謹．貧喰陽性細胞翠ノ括弧内ノ籔字ハ小形貧喰細胞ノ出現牽チ示ス、

      第1圖   本表二認メラル・如ク白血球縄敷ハ「ベ
                    ンッオール」2．Occ注射ノ翌日二於テ既二著

                   明ノ鐘化ヲ示シ，健常時η20テ数ヘタルモ

                    ノガ，急二4720二減少シ，更二第2回目ノ

                   注射二≡1リテ盆々共ノ量ラ減ジ，第2回目

平                  注射後2日目二於テ最高ノ減少軍テ示シ，

均16
食                     印チ2520ドナ1ノリ・英ノ後再ピ徐々二増量

喰14
度                  1二約2週間後二於テ略恢復セリ．各種白血

                   球百分率二於テハ白血球綱藪ノ減少二件ナ

                    ヒ，彼性エオジン嗜好白血球ハ軽度乍ラ減
孚

嚢・    ㎝呈少テ示シ・之㈱的一淋巴卯・雛／増
藪      ㎝球多テ來シダ1・機蛸血耽・エオジン
                 敷 嗜好白血球ハ稿減少ノ態度テ本セルモ著明

                ㈹
                    ナラズ、ナ赤rモノチーテン」ハ白血1城ノ再

                ㎜
                    生靭二於テ軽度ノ増多テ來セリ、優性エオ

  0 1 1 1 0 10 12 11   ジン嗜好白血球二就キナ核移動像テ観ル
       實験日野                    二，第工回注入ノ翌日二於テ平均核敷ハ著

明二減少シ，師チ著明ノ左方移動テナシ，第2回注入ノ翌日モ亦之ト略等シ手慣テ示シ，後

徐々二百ピ平均核藪ハ僧伽セリ．赤血球藪，血色素最ハ全経過中殆ンド慶化ヲ認メシメ又

 本例二於テハ「ベンツオール」注入後共ノ皮下組織ハ著シク水腫状ヲ星セルラ認メタリ．組

織二rノイトラル赤染色試験及ピ墨粒貧喰試験テ施シテ校スルニ，先ヅ墨汁内野藏2時間ノ

モノニ於テハ第1回注射ノ翌日二於テハ貧喰陽性細胞章二於メモ，平均貧険度二於デモ健常

時二於クル夫レ等．ト比較シテ殆ンド大差ナク，又「ノイトラル赤穎泣出現ノ状態，細胞ノ形

態等モ蟹化テ認メス．第2同注入ノ翌日二於テハ之ト趣キナ異ニシ，貧喰陽性細胞ノ数ハ健

常時ヨリ減少シタルニ拘ラズ平均貧険率ハ健常時ヨリモ却ツチ増カロシ，健常時ノ1，20二部

シ1．36テ示セリ．コノ奇異ナル現象ハ組織二於テ常ト異ナル所見ヲ認メシムルニ塞因ス．

印チ組織内二健常時二於テ極メテ稀二認メラル・大サ多核自血球大ノ略固形ナル細胞多数二
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出現セリ．核ハ軍棲ニシテ固形，腎臓形，時二馬蹄形チ星ジ，rノイトラル赤染色ニョリ多

タノ大小種々ノ染色顎粒テ出現シ，多クハ核ノ欝出部二桑籏シテRosetteラ形成シ，時二核

テ園続シテ作セリ．墨粒ノ貧瞳試験テ施ス時ハ該細胞種ハ貧瞳力駆メテ旺盛ニシテ短時間内

二歩タノ大小ノ墨粒穎粒テ貧峻シ，既二墨汁内野藏2時間ノ組織二於テ極メテ高度ノ貧喰像

ヲ示スそ…ノアリ．墨穎粒ハ「ノハラル赤懸粒ノ如ク核ノ響曲部二葉綾スルモノ多ク，時二

棲テ園饒シテ存セリ．極メテ高度二貧峻テナセル細胞ハ共ノ全面墨粒テ皿テ古メラ1ノ，鑑穎

粗相互ノ境界不鮮明トナレリ．該細胞ハ上述ノ如クー般二貧喰力旺盛ナルラ常トスルモ葉ノ

中ニハ叉染色及ビ貧瞳穎粒川硯極メテ悪寺鐙性二階レルガ如キ細胞モ亦存ゼルテ認ム．新

タノ如キ特殊ナル細胞多数出現セルダ、・一方二於テハ大形組織球ノ貧喰能カノ稿減退テ赤ス

ニ拘ラズ平均貧喰牽ハ部ツチ健常時ヨリモ増加ラ示スナリ．本種細胞ハ「ベンツオール」第2

回注入後6日間二夏リテ出現セルラL認メタルガ，細胞ノ出現量八日ト共二減少セリ．而シテ

本種細胞ノ藪減少スルニ從ヒ，固着性ノ大形組織球ノ貧喰カハ増加セリ、大形組織球ノ貧瞳

能カハ棚瞥減弱スルモ小形貧喰細胞ガ旺盛ナル貧喰カテ皿テ之テ袖ヒ，叉小形貧喰細胞ノ出

現数減少スルニ從ヒテ大形組織球ノ貧1全能力増進スルチ以テ平均貧喰度ハ健常時二比シテ僅

カニ減少スルノミナリ．各實験日二於クル穣準偏差ラ計算スルニ小形貧喰細胞ノ出現スル間

ハ其ノ慣ハ健常時ヨリ大ニシテ，殊二第2回注入ノ翌日二於テハ最モ大ニシテ健常時O．81テ

ルニ1．36ヲ示セリ．之レ小形貧喰細胞ノ貧喰力旺盛ナルガ爲メ貧喰カノ範圃ガ健康時ヨリ

遥カニ接ガ1ノノレ事テ明カニ示スモノナリ．墨汁棚繊8時間ノ標本二就キナ見ルニ貧喰細胞

藪，平均貧1塗奉，標準偏塞等ハ2時間目ノモノト比較シテ増加セル事ハ言7進モナシ．唯小

形貧喰細胞出現・セル場合ノ平均貧喰率ト蛸徽2時間二於ケル大川比較スルニ両者ノ差ハ健

常時二於ケル差ヨリモ小ナルチ認ム．之レ小形貧喰細胞ノ貧喰…速度ノ大テルニ基因ス．小形

貧喰細胞ノ出現率ハ全貧喰陽性細胞（貧喰陰性組織球ヲモ合ム）1OO個中多キ時ハ55－66個，

少ナ手持ハ16一一20個チ算セリ．

 成績表ヨリ組織球ノ貧喰機能ノ鐘化ト白血球数，優性エオジン嗜好球ノ平均核数ノ鐘化等；

ト如何ナル開係アリヤテ知ラントシ相聞係数テ求メタルニ共ノ値ハ，

  組織球貧I塗能ト白血球総数

    γ＝O．6238土0．1374

  組織球貧瞳能ト平均核藪

    γ＝O．i350土0．2207

 ナリ．蜘チ白血球総数ト組織球貧喰能トノ鐙叱ノ間ニハ梢欝著明ノ相關アリ．白血球藪ノ

増減二件ヒテ組織球ノ貧喰能モ亦増減シ，英ノ閥係ハカナリニ箱接ナリ．平均核数ト貧喰能

トノ相關係藪ハ典ノ確率課塞ヨリ小ナルラ以テ著明ノ相関々係成立セザルラ知ル．之レ小形

細胞ノ出現ニョリ組織球ガ「ベンツオール」ニョリテ影響テ受クルニ至ラザルニ既二自血球核

ガ著明ノ影響テ蒙ル事二基因ス．敬二名小回形貧喰細胞ノ出現ナカリセバ著明ナ正ノ相関ア

ル可シ．
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40 波    蓬

家兎（II）（♂）本動物ニハ1日1回2．0cc宛ノ「ベンツオール」テ3回腹部皮下二注入

シ，組織探取ハ背部二於テ行ヘリI．英ノ實験威綾ラ示セパ次ノ如シ．

第  3  表

實  實 髄 赤 組  自
験  験 重 血 色  血
習  鎧  茎  譲重蓬雪 嚢

・・／・11・…1…1・・i・…

検査後腹部皮下二1Ben比。l Z0㏄注入

・・／・・1・1・…1…1・・1・・1・・

検査捜腹部皮下二冊㎝エ。I2・O㏄注入

・・／・11中・・1…1・・1・・。・

白血球百分率

幣
潮尋

55．O

72，0

60，q一

興
血球

3．O

4．O

2．0

麦獅三
lO1 34．0

200‘

29．0■

7，O

4．0

9．0

硬嗜
性好
；球
」歎

3950

10915

3900

・1

13

17

25

核移動像
11

36

30

40

1・1・

40

43

30

1V

10

8

5

V

1

2

平均
核教

2．50

2．48

2．20

繊直後腹部皮下二Ben比012・O㏄流入

20／X1  3 2000 585 85 5100

21／X工  4  1955 585  83 2100

23／XI  6  1970  550  83  2900

25／XI 8  1960 485  78 3540

28／XI 11 1990 510 80 4400

31／Xl 14 1975 505 85 4800

3／XII 17  1995  560  87  5240

6／X11 20 1990  585  85 6700

59，0

45，0

43，0

51，0

54，0

55，0

52，0

58．O

1．0

1．0

2．O

1．0

2．O

工．0

2．O

29．O．

39，O；

46・0

29，0

35．01

37．C

・38．O

13孔Oi

I2，0

15，0

10，0

18．O

1O．0

5．0

8．0

6．O

30α9

1395

1247

ユ810

2376

2640

2725

3715

35

39

40

34

38

27

23

21

42

47

45

44

40

36

30

27

17

11

13

15

17

28

35

38

1

3

2

7

5

8

13

13

1

1

工．94

1，78

1，77

1，95

1，89

2，20

2，47

2．46

第   4  表

           組織球ノ墨粒貧喰試験成績賀  寛

験  験     墨汁内野藏2時間ノ標本         墨汁内野藏8時間ノ標本

月日織鱗餓欄麟平均標準被験1穣鵜i餓聯麟雫均
1籔細胞敷習）・1・小繋偏差細胞糟）1・1・1小繋

・・／・・…・…川・1・・い

検豊後腹部皮下・＝丑㎝圧。12・0㏄注入

・・／1・い11・1・・1・・j・・1・一
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          賀験日藪

少シ，塑性後期ヨリ再生期二亙リテ梢増加セリ，嗜盤憧及ビ「エオジン嗜好性白血球ハ共二

愛性後期二於テ軽度ノ減少ヲ示シ，「モノチーテン」ハ鐙性後期ヨリ増カ皿シ，健常時ノ7．0％

二対シ最高i8．0％迄糟カ呵セリ．便性エオジン嗜好白血球二就キナ核移動像テ観ルニ，注射回

数ノ増スニ從ヒテ著明ノ左方移動，副チ平均核藪ノ減少ヲ示シ，健常時2．50ヲ示シタルモ

ノガ實験第6日日ニハユ．77迄減少シ實験第8日日頃ヨリ再ビ恢復シ始メタリ．赤血球敷ハ

初期二於テハ影響ヲ受ケザルモ白血球ノ蟹性後期ヨリ再生蜴二夏リテ却ツチ減少ラ示セルモ

英ノ度ハ軽度テリー血色素量ハ健常時二比スレバー般二減少セルモ英ノ度ハ極メテ微々タ

リ．誰重毛亦蟹性後期二於テ僅カニ減少セリ．

                 【41】

 第2表二於テ認メラル・

如ク白血球総数ハ「ベンツ

オ’ル」注射後漸次滅少シ，

初メ7200テ数ペタルモノガ

實験第4日目ニハ2100迄減

少セリ．値シ實験第1日日，

印チ第1回注射ノ翌日二於

テハ纏敷ハ却ツチ健常時ノ

夫レヨリモ増加テ示セルバ

第（I）家兎二於クルト異ナ

ル所見ナリトス、白血球ハ

賛験第6目目ヨリ再ビ漸次

墳加シ始メタリ．各種自血

球百分率二於テハ俊性エオ

ジン嗜好白血球ハ白血球総

数ノ減少スルト共二値ヵ二

減少チ示シ，淋巴球ハ白血

球ノ鐙性初期ニハ僅カニ減
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 皮下緒綿織ハ「ベンツオール」注射後一般二水腫赦テ見1セル事八家兎（I）號二於デモ既二認

メタル所テルモ，其ノ程度ハ背部二注射ラ行ヘル家兎（I）號ノ方慈カニ強シ．墨汁内貯蔵2

時間ノ組織二就キナ組織球ノ貧喰機能テ槍スルニ實験第1日目二於テハ貧食陽性細胞率二於

デモ，平均貧瞳度二於デモ殆ンド健常時ノ夫レ等ト比較シテ差異テ認メス．實験第2日目二

於テハ貧喰陽性細胞率，平均貧喰度ハ梢減少セリ．實験第3日目二於テハ組織内二大形組織

球ノ外二家兎（I）號二於チ認メタルガ如キ小形ノ貧喰細胞ノ出現ゼルテ認メシム．値シ本例

二於テハ家兎（I）號二於ケルト異ナリ組織ノ部位ニョリテ該小形貧喰細胞ノ集穣セル部ト然

ラザル部トアリ．一般二期カル小形細胞ノ集族セル部分ノ大形組織球ノ貧食能ハ低下セリ．

期カル細胞ノ出現ハ4日間二夏リテ持続セリ．而シテ小形貧喰細胞ノ出現セル部位ト然ラザ

ル部位トニ就キナ個々二貧峻カテ測定スルニ両者共二貧喰陽性細胞幸二於デモ，平均貧喰度

二於デモ健常時ノ夫レ等二比較シテ減少セリ．然レ共小形細胞ノ出現セル都ハ既述ノ如ク大

形細胞ノ貧喰カカナリニ減退スト離モ小形細胞ノ貧喰カハ彊大ナルテ皿テ貧喰陽性細胞率ハ

・健常時二比シテ相當二減少スノレニ拘ラズ平均貧喰度二於テハ左程高度ノ減少チ示サス，側ヘ

バ實験第3目目二於テハ貧喰陽性細胞牽33％ニシテ平均貧喰廣一．22テ示シ，之二割シ健常時

二於テハ貧喰陽性細胞1率19％ニシテ平均貧険度ハ1．28ナリ．小形貧喰細胞ノ出現ナキ部二於

ケル組織球ノ貧喰カバー般二減退シ，最モ減少ヲ示セル貿験第3日目二於テハ平均貧喰度ハ

032ヲ示シ，健常時ノ1．28テルニ比スレバ健常時ノ貧喰能カノ約4千％ヲ減退セリ．玖二冬

日ノ棲準偏差チ計算スルニ注射ノ回藪ノ増加二從ヒ英ノ値ハ減少テ示セリ．副チ健常時0．85

テルニ封シ實験第3日目八O．68二減少シ，夫レヨリ後再ビ徐々二増加セリ．但シ小形貧瞳

細胞ノ出現セル部位ハ既述ノ如ク貧喰力撰大スルラ以チ標準偏差ハ却ツチ健常時ノ値ヨリ増

加シ，健常時O．85二釣シ0．94乃至1．01テ示セリ．墨汁内貯臓8時闘ノ標本二於テハ言7迄

モナク平均貧瞳度，標準偏差ノ億ハ2時間ノ手ノド比シ増加テ示セリ．副チ平均貧喰度ハ健

常時1．88テ示シ，第1回注射ノ翌日ハ健常時ト大差ナク，第2回注射ノ翌日少シク減退シ，

第3回注射ノ翌々日最少ノ値チ示シ，五．16トナレリー夫レヨリ再ピ徐々二恢復二向ヘリ．但

シ小形貧喰細胞ノ出現セル部位ハ該細胞ノ出現セサル音嘩二比シ平均食喰率ハ滝カニ高キモ

健常時ノ夫レニ比スレバカテリニ低シ．穣準偏養ハ小形貧喰細胞ノ出現セサル組織部位二代

寺テハ注射回数ノ増加二從ヒテ減少シ，健常時1．0ヰニ封シ第3回注入ノ翌々日ニハ0．92テ

示シ，小形貧1倹細胞ノ出現セル部位二付キテハ健常時ヨリソノ率高ク第3回注入ノ翌日二於

テハ最モ高クL25テ示セリ．組織球ノ形態學的鐘化二開シテハ第3例二於ケル場合ト略相

似ノ所見ヲ示ゼルテ以テ後述セン．ナオ本例二於テ組織球貧喰能ト白血球総数，優性エオジ

ン嗜好球ノ平均核数等トノ間ノ相關係数チ求メタル二次ノ如シ．

  組織球貧喰能ト白血球総数トノ相粥

    γ＝O．7033±0．1028

  組織球貧峻能ト平均核数トノ柵闘

    r；0．8144土0刀685

                  【42】
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 印チ此ノニツノ相爾係数値ヨリ組織球ノ貧喰能ト白血球藪及ピ平均核数トノ聞二著明ノ關

係アリ，白血球藪，平均核藪ノ減少二件ヒ組織球ノ貧喰能モ亦減退スルヲ示スナリ．師チ

「ベンツオール」注入ノ結果之等ガ蒙ル影響ハ同一ノ方向ニナル事ヲ示スナリ．

 家兎（IH）（♂）本例二於テハI日工回3．0cc宛ノ「ベンツオール」チ3回腹部皮下二注入

シクリ．英ノ實験成績ハ次ノ如シ（第5表，第6表，第3圖）．

               第   5  寿
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              實験日敷

本表二見ル如ク自血球数ハ著明ノ蟹化ヲ認メシメ，先ヅ第工回注入ノ翌日ハ却ツテ白血球

糟多テ來シタリ．斯クノ如キー時的槽多ノ現象ハ賢験第2例二於テモ認メタル所ナリ．第2

回注入ノ翌日二於テハ之二反シ白血球藪ハ相笛減少ヂ示シ，共ノ後漸次減少シテ，實験第7

日目，勘チ第3回注入後3日目ニシテ最モ滅少シ，健常時ノ藪10640二封シ僅カニ840ヲ算

スルニ過ギズ．共ノ後再ビ徐々二増加シ，約4逝間ニシテ恢復セリ．自血球種類ノ百分率ハ

白血球数ノ減少スルニ從ヒ慨性エオジン嗜好球，嗜盤性自血球，「エオジン嗜好球等ハ穐減

               【仙】
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少シ，之等ト相対的二淋巴球ハ梢増加シ，「＝Eノチーテン」ハ實験第i日目ヨリ増加シ，白血

球ノ愛性後期，印チ賛験第ク目ロニ於テハ最モ増加シ，健常時牛O％二野シ23．0劣二及ベリ．

白血球藪ノ増加スルト共二百ビソノ率ハ減少セリ．赤血球，血色事量ハ實験第5目目頃ヨリ

僅カニ減少ヲ示セリ．髄重モ亦「ベンツオール」注入ξヨリ軽度二減少セリ．

 組織球ノ貧喰能テ検スルニ墨汁内野藏2時間ノ標本二於テハ第2回注入ノ翌日ヨリ平均貧

瞳度，貧11食陽性細胞率ハ減少シ始メ，實験第5日，郎チ第3回注入ノ翌々日二於テ最大減少

最テ示シ，貧喰陽憧細胞傘ハ健常時ノ80％二対シ，52％，平均貧峻率ハ1．25二対シα60ト

ナレリ．師チ貧喰陽性綱胞率二於テ35％ノ減少テ示シ，平均貧1癒率二於テ52劣テ減少セリ．

但シ本例二於テハ既二第1例及ピ第2例二於テ州現ヲ見タル小形貧喰＝細胞ガ實験第1及ビ第

2目二於テ局部的二集合シテ存ゼルテ認メ，英ノ部二於クル平均貧瞳率ハ實験第1日目ノ棲

六二於テハ健常時ヨリ却ツチ梢増加シ，第2日目ノモノニ於テハ殆ンド健常時ト相似ノ値テ

示セリ．實験第10日頃ヨリ貧喰能ハ再ビ増加シテ約4週間ニシテ金ク恢復セリ．鑑汁内貯臓

8時間ノ模本二於テハ平均貧瞳度ハ2時間ノ標本二於クル如ク實験第5日目二最大ノ減少テ

示シ健常時1，80二錫シ］，00トナレリ．師テ健常時ノ45％ノ貧喰能カテ炎ヘリ．

 組織球ハ「ベンツオール」ノ注入最増加スルニ從ヒ形態的二鐘化テ認メシメ，或ル細胞二於

テハ胞誰ハ多形ヂ星シテ多藪ノ樹枝赦突起テ出シ，殊二突起ガ頼ル長ク延長シテ胞髄ノ5’

7倍二達スルモノアリ，之等突起ノ輸廓ハ常二比シ極メテ鮮明トナリ，先端ハ鈍圓テ呈セ

リ。之等ノ細胞ノ原形質内ニハ「ノイトラル赤穎粒ノ用現著明ナラスシテ散在性トナリ，且

ツ染色纈粒ハ輝耀憧乏シグナレリ．染色穎粒ノ間ニハ微細不染色穎粒，多藪ノ大小不同ノ固

形乃至縮固形ノ室泡形成セラレタリ．叉或ル細胞ハ紡錘形テ星シ，原形質内ニハ頗ル大テル

モノヨリ極メテ微細ナルモノニ至ル迄ノ多藪ノ盗池テ皿テ古メラレ，該室泡ノアルモノハ

rノー Cトラル赤テ皿テ濃染シ，察泡二接シ所々二染色穎粒ノ認メラル・モノアリ．更二歴々

認メラル・ハ形態梢不規則ニシテ核ノ周團ミ於クル染色穎粒ハ著シク減少シ，時二懸粒ノ代

リニ「ノイトラル赤染色ノ繊細ナル線傑物トシテ認メラひ，核ノー一局部二接シテ数個乃至十

数個ノ染色穎粒，叉ハ梢粗大ニシテ微細染色察泡トモ書フ可キモノ・集籏ゼルテ認メシムル

細胞アリ．之等ノ細胞ノ貧喰機能ハ著シク減退セリ．期タノ如キ組織球ノ形態的鐘化ハ血管

ヨリ遠ザカレル部二於ケルモノ程著明ニシテ血管属国，脂肪織二於ケル組織球ハ之二比スレ

バ著明ナラズ．

 倫六例二於テ組織球ノ貧喰能ト白血球藪及ビ假憧エオジン嗜好球ノ平均核敷トノ相聞係数

ヲ求メタルニ次ノ如シ．

  組織球貧喰能ト白血球藪

    γ＝α7333土0．09000

  組織球貧喰能ト平行核藪

    γ＝0∵ク080±0．09711

 師チ之等ノ相關係数ヨリ組織球ノ貧喰機能ノ蟹化ト白血球藪，平均核敷トノ間ニハ密接ナ
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ル開係アリ，貧喰機能ハ白血球数，平均核藪ノ増減ト相伴ヒテ叉増減スル事テ知ル．

第…章総括及ビ考按

 3頭ノ家兎テ使用シ，皮下二「ベンツオール」テ各々異ナル量二於テ注入シ，（師チ1頭ノ

家兎ニハユ回2・0㏄宛2風平頭ニハ1回2・0㏄宛3回，1頭ニハエ回3・0㏄宛3回デ注入セ

リ）英ノ結果皮下組織内組織球挫細胞ノ機能及ビ形態二如何ナル影響テ及ボスヤテ研究セリ．

 今組織球僅細胞ノ影響ヲ総振スルニ先立チ，血液細胞ノ所見二就キナ観ルニ，赤血球ハ3

例中全量4，0㏄注入ノモノニ於テハ殆ンド影響テ受ケザルモ，他ノ2例二於テハ白血球ノ鐙

性後期ヨリ再生初期二亙リテ梢減少テ示セリ．白血球ハ著明ナル蟹化ラ示セリ．先ヅ白血球

総数二於テハ「ベンツオ二ル」ノ4．Occ注入ノ例二於テハ第1回2．Gcc注入ノ翌日二於テ既二著

明ノ減少ヲ示シ，第2圃注入ノ2日目二於テ最モ減少シ2520（健常時η20）トナリ，全量6．0㏄

注入ノ例二於テハ第工回注入ノ翌日二於テハ去Pツチ白血球増多テ來シ，健常時7200二勤シ

15160トナリ，注射ノ回数ノ増スニ從ヒテ減少シ，第3回注射後2日日二於テ最小ノ値ヲ示

シ，2100トナリ，夫レヨリ再ビ徐々二増加セリ・叉全景g・0cc注射ノ例二於テハ第1．回注射

ノ翌日二於テハ却ツチ増多テ來シ健常時ノ注射同数ノ増スニ從ヒテ減少シ，第3回注入後3

日目二於テ最小値テ示シ840トナリ，後再ビ徐々二増加セリ．師チ3例共二rベンツオール」

ノ注入二体リテ著明二白血球減少テ起スモ，1例二於テハ注射ノ初メヨリ減少一テ示スニ反

シ，他ノ2例二於テハ注射ノ初期ハ部ツチ増多テ來セリ．新カルー時的増多ハrベンツオー

ル」注入初期二於テ歴々現ハル“現象ニシテ，Se11i㎎U引，N㎝mamU4〕，志摩㈹，多田羅丁23〕及

ビ八木㈱工等ハ實験例ノー部分叉八大部分二於テ之テ認メ，英ノ原因テ「ベンツオ」ル」ノー

時的刺較作用二婦セリ，白血1球ノ形態學的鐘化ハカナリニ著明テルモノアルモ裁二共ノ説明

テ省略スー假性エオジン嗜好性白血球二、就キナ核移動像テ観ルニ，核ハ極メテ著明二左方移

動，印チ平均核藪ノ減少ラ示シ，此ノ減少ハ3例共二著明二認メラレタリ．而シテー時的白

血球糟多ノアル場合二於デモ核ハ著明二左方移動ヲ’認メジメタリ．核ノ構造チ見ルニ核分葉

数ノ少ナクシテ而モ退行憧変化ヲ認メシムルモノ相鴬量存シ，一方山下㈹ノ實験二体ルニ

斯タノ如キ時期二於クル白血球ノ機能（遊走速度，貧食）ハー般二減退セル事テ認メタリ．後

者ノ如キ場合ハAmeth｛1〕ノ所謂regenerative u．degemrative Hyper1eucocytoseト青フ

チ安當トス可ク，之二対シテ前者ノ如キ場合reg㎝e・・dveu．deg㎝emd・eHypoleucocytose

ト言フチ得ヘシ．白血球種類二戯キテハ優性エオジン嗜好性白血球ハ白．血球ノ減増二件ヒテ

著明二減糟シ，之ト相射的二淋巴球ハ又著明二減墳シ，嗜髄基雌白血球，エオジン嗜好白血

球ハ白血球ノ減少二件ヒ極メテ僅カニ減少テ示セリー又rモノチーテン」ハ3例ノ内最モ少量

テ注入セル例二於テハ著明ナル愛化テ來サ・“ルモ，他ノ2例二於テハ白血球ノ退行蟹性後期

ヨリ再生初期二亘リテ著明ノ増多ヲ示シ，エ例二於テハ最高18％，エ例二於テハ23、％テ示セ

リ．「ベンツオール」注入ニヨリ顯粘性細胞ノ減少，淋巴球ノ相射的増加ハー般ノ研究者二体

リテ認メラ1ノタル所テルモ，「モノチーテン」二關シテハ異論アリ，師チ多タノ研究者ハ減少
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叉ハ現炊維持ヂナス事7言巳載スル毛，Se1Ii㎎ノ原著二体レハ恢度期二於テ著明ノ増加ノ傾

向テ示シ，Fork眠r・．Ke11um（6〕ハ骨髄性細胞ノ減少テ示ス時二却ツチ増加スト言ヒ，八木

㈹モ亦後者ノ如キ結果テ言巳載セリ．ナポ髄重ハ3例共二多少ノ度二於テ減少チ示セリ．

 rベンツオール」注入後皮下組織ハー般二水腫状チ星スル事ハ，Langlois＆Desbou1sm，

Camp＆Buntington｛星），志摩㈹等ノ言已載セル所ナルガ，余ノ實験例二於テハ3例共二相

當著明二之テ認メタリ．

 「ベンツオール注入後ノ皮下組織中ノ組織球性細胞ノ形態學的ノ鐘化テ観察スルニ，中毒

初期二於テハ健常時ノモノト著明ナル差異テ認メス，副チ組織球ノ多クハ三角形乃至紡錘形

ラ星シテ数個ノ突起テ出シ，核ハ概ネ胞麗ノ中央二社リテ腎臓形，馬蹄形時二楕固形テ星

シ，「ノイトラル赤染色穎粒及ビ微細室胞ハ核テ園縫シテ多野二存在セリ．叉遊離組織球ハ

固形乃至構固形テ呈シ，核ハ構固形，腎臓形テ呈シ，「ノイトラル赤穎粒ハ多クハ核ノ響曲

部二葉籏シ，Rosetteテ形成セリ．然レ共rベンツオール」注入ノ量増加スルニ從ヒテ比ノ形

態二愛fヒテ來シ，或ル細胞二於テハ胞髄ハ多形テ星シテ多タノ樹枝状ノ突起テ出シ，殊二突

起ガ頼ル長ク延長シテ胞麗ノ数倍二達スルモノアリ，之等突起ノ輪廓ハ常二比シテ極メテ鮮

明トナレリ．之等ノ細胞原形質内ニハ「ノイトラル赤穎粒ノ出現著明ナラスシテ散在憧トナ

リ，風ツ染色穎粒ハ輝騒踵乏シグナレリ．染色穎粒ノ間ニハ微細不染色穎粒，大小不同ノ固

形乃至機固形ノ察泡散在憧二認メラレタリ．叉或ル細胞ハ紡錘形チ星シ，原形質内ハ頼ル大

ナル毛ノヨリ極メテ微細ナルモノニ重ル造ノ多藪ノ塔泡二体リテ占メラレ，診察泡ノアルモ

ノハ「ノイトラル赤テ及テ濃淡種々二染色セラレ，室泡二接シ所々二染色穎粒テ認メシムル

そ…ノアリ．更二展々認メラル・モノハ形態梢不規則トナリ核ノ周園二於クル染色穎粒ハ著シ

ク減少シ，時二類粒ノ代リニ「ノイ÷ラル赤染色ノ織紬ナル線秋物トシテ認メラレ，核ノー

局部二接シテ数個乃至十藪個ノ染色穎粒叉ハ相大ニシテ徴紺染色空砲トモ言ア可キモノ・集

稜セル像テ星スルモノナリ．此ノ形態ハ恰モLew1s（10π11）ガ培養セル「メゼンビーム性細胞

ノ退行性愛叱ノ際二認メタル形態二類似セリ．蜘チ氏ノ逆プル所二体レハ細胞ガ退行性愛化

ヲ馬スニアタリ，先ヅ犬小種々ノ生鵠染色二可染憧ノ穎粒ガ中心小饅ノー側二集マリ・更二

該穎粒ノ周園二小室泡テ形成スルカ，又ハ少クモ塞泡膜テ形成シ，更二該室泡ノ中二1個乃

至数個ノ染色穎粒ノ存在＝チ認メシムルニ至ルト言ヘリ．期タノ如キ種々ノ形態的愛化ヲ認メ

シムル組織球ハ多クハ血管ヨリ遠隔ノ部二存在スルモノニシテ，血管周園二存スル組織球，

脂肪織二於ケル組織球二於テハ棉営高度ノ中毒ノ場合二於デモ者シギ愛化ラ認メシムル事少

ナシ．

 「ベンツオール」注入後皮下組織内二多数ノ小形ノ細胞出現ス、該細胞ハ多核白血球人ニシ

テ多クハ固形テ星シ，時二原形質ノ数個ノ突起テ州シテ不正形テ呈セリ．核ハ固形，楠固

形，腎臓等種々ナル形テ呈シ，「ノイトラル赤染色ニヨリ原形質内二歩タノ大小不同ノ染色

黒轍チ出現シ，多クハ核ノ欝出部二葉在シテRosett6テ形成スルモ，穎粒ガ核テ園織シテ

倍スル細胞毛亦存在セリ、
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 墨粒貧喰試験「ベンツオール」テ種々ナル量（第1家兎1回2．O㏄宛2回，第2家兎1回

2．0㏄宛31司，第3家兎1回3．0㏄宛3回）二於テ皮下注射テ爲セルニ何レノ場合二於デモ組

織球性細胞ノ貧喰機能二嬢化テ認メジメタリ．先ヅ少量テ注入セル第I家兎二就キナ観ルニ

第1回注射ノ翌日二於テハ貧喰細胞藪二於デモ，平均貧喰章二於デモ健常時ノ便ト殆ンド差

異テ認メヂレ共，第2回注射ノ翌日二於テハ之ト趣キナ異ニシ，貧喰陽性細胞率ノ減少セル

ニ拘ラズ平均貧険度ハ健常時ノ便ヨリ毛却ツチ大ナルモノヲ示セリ．此ノ奇異ナル現象ハ組

織内二前述セル如キ小形固形細胞ノ多数出現セル繍果二基ヅク．本種細胞ハ墨粒ノ貧喰能一

般二強大ニシテ，且ツ貧食速度モ速カナリ．貧喰穎粒ハ葉ノ数多ク，大小不同ニシテ多クハ

棲ノ欝出部二葉稜シ，時二核ノ周園二存在シテ之ヲ園縫セリ．極メテ蔓曇ク貧喰テナセル細胞

二於テハ細胞騒ハ殆ンド彌蔓性二黒色テ星シ，個々ノ穎粒ノ境界ハ認ムルヲ得ザルニ至ル．

但シ本種細胞中二於デモ貧食能ノ極メテ弱キモノアリ，期カル細胞ノ多クハ核攻ピ原形質ノ

構造ヨリ退行性愛化テ呈セルモノト認メラル．一方固着性ノ大形組織球ノ貧瞳機能ハ細胞ニ

ヨリ程度ノ差ハアルモー般二減退シ，形態學的鐘化テ認メシムル細胞程貧喰力弱シ．小固形

貧喰細胞ハ7日間二夏リテ出現セルラ認メタルガ，該細胞ノ藪八目ト共二噺家減少セリ．而

シテ固着憧ノ大形組織球ノ貧瞳カノ増進スルニ從ヒ，小形貧喰細胞ノ出現数減少ゼルテ認メ

タルハ興味アル事ト青フ可シ。本例二於テハ大形組織球ノ貧喰力減退セル時ハ小形貧喰細胞

増シ，小形貧瞳細胞減少スルニ從ヒテ大形組織球ノ貧喰力増進セルガタメ平均貧喰率ハ健常

時二比シテ者シク減少ヂ示サス，小形貧喰細胞出現ノ初期ハ寧日却ツチ平均貧険率ハ増加

シ，後消滅少テ示セリー第2家勇二於テハ第1回注射ノ翌日二於テハ健常時ノ所見民具ラザル

モ第2回注射ノ翌日ハ貧喰細胞藪及ビ平均貧喰率ハ共二棚減少テ示セリ．第3回注射ノ翌日

二於テハ之等ノ所見ト少シク趣キナ異ニシ，組織内ノアル部位ニハ第1例二於テ出現セル如

キ小形貧喰細胞ノ集在ゼルテ認メシメ，一方二於テハ斯カル細胞ノ出現ナキ部テ認メジメタ

リ．第1例二於テハ斯カル細胞ハ粗密ノ産ハアレ共組織内ノ重ル所二散在セル二反シ，第2

例二於テハ部位ニヨリ出現セル部トセザル部けリ．而シテ該細胞ノ出現セサル部ノ貧喰細

胞藪及ビ平均貧喰率ハ前日ノ贋ヨリモ更二減少テ示セルガ，出現セル部二於テハ貧喰陽性細

胞ノ数ハ減少シ，固着性組織球ノ貧喰能ハ著明二減退テ示スニモ拘ラズ平均貧喰牽ハ出現セ

サル部ノ質ヨリハ者羽二高ク，健常時ノ便ト比シテ大差1チ認メサルハ小形貧瞳細胞ノ強大ナ

ル貧喰能ノ然ラシムル所ナリ．耐シテ貧喰力減退セル組織球ハ前二形態學的愛化テ認メジメ

タル細胞，自ロチ多藪ノ樹枝状突起テ有シテ多形テ星シ，「ノイトラル赤穎粒ノ拙現二乏シギ細

胞，比較的小数ノ大形類粒ノー局部二葉在セルモノ，犬小多藪ノ察泡テ生シタル細胞等二一

致セリ．第3家兎二於テハ第1回注射ノ翌日ノ組織二於テ限局性二小形貧喰細胞ノ出現テ認

メタリ．該細胞ノ出現ナキ部ノ組織球貧瞳能ハ健常時ノ便ト塞異ラ認メザレ共，出現セル部

二於テハ大形組織球ノ貧喰カバー般二減退セルガ，小形貧喰細胞ハ極メテ多籔跳現セル駕メ

平均貧険率ハ健常時ノ夫レニ比シ者シク高率ヲ示セリ．第2回注射ノ翌日二於デモ組織ノー

部二小形貧喰細胞ノ出現テ認メタリ．該細胞ノ1出現ナキ部ノ平均貧瞳率ハ著明二減退セル毛
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咄現セル部位ノ平均貧1食率ハ略健常時ノ慎二等シ，第3回注射後ハ該細胞ノ出現テ認メス．

大形組織球八種々ナル形態學的壁化ヂ示シ，形態學的饗化ラ示シタル細胞ノ貧喰能ハ瀞羽二

減退シ，第3回注射後2日目二於テ平均貧険度ハ最モ小ナル債ヲ示シ，健常時ノ略2分ノ1

二減少セリ．ソレヨリ再ビ徐々二貧瞳細胞敷，平均貧険率ハ増加シ，第ユ回注射後4週間ニ

シテ金ク族復セリ．形態學上ノ劇ヒノ所見ハ第2例二於テ認メタルト略相似タリ．

以上ノ所見ヨリrベンツオール」注射ニョリ皮下組織内ノ組織球ハ影響テ蒙リ英ノ貧瞳機能減

退スルハ明カナリ．然レ共影響テ蒙ル程度ハ細胞個々ニョリ，叉組織ノ部位ニヨリ各々異

リ，一般二血管用園ノ組織球及ビ脂肪織二於ケル組織球ハ影響ヲ受クル度比較的少ナク，英

ノ他ノ部二於クノレ組織球ハ影響テ蒙ル事多クシテ著明ノ形態學的愛化テ示シ貧喰機能ハ減退

セリ。而シテコノ場合「ノイトラル赤染色穎粒ノ異常テ認メシムル細胞二於テ墨粒ノ貧瞳能

二異常テ來ス事費ハー般二認メラル．文献二徴スル二組織球性細胞ガ「ベンツオール」二自リ

テ影響テ蒙ムルモノテリヤ否ヤバ研究者ニョリテ異論アルモノ・如ク，側ヘバSiIbersberg

工19jハ「ベンツオール」注入後ノ脾臓，骨髄等ヲ培養シタル後「カルミン」ノ生麗染色，墨粒貧

喰等ヂ施シタルニ明カニ組織球憧細胞ノ染色及ビ貧喰ラ欝ム像テ認メ，組織球性細胞ハ「ぺ

｝ツオール」二体リテ障害ラ受クルモノニアラスト主張シ，志摩（］帥ハ「ベンツオール」注入

後更二「カルミン」注入ヂナシ骨髄二於ケル組織球性細胞ガ及ク該色素ニヨリ染色セラル・

ラ認メ，組織球性細胞ノ障害セラレサルテ読クリ．之二反シテF㎝tana㈹ハ「カルミン」ラ

皿テ生鐙染色テナセル組織球ハ「ベンツオール」注入ニョリテ襯色スル像ヲ認メ，Camp＆

理㎜ti㎎t㎝蜆1八家兎ノ健常腹筋内二「カルミン」テ注入スルニ緒締織増殖シ，結締織内細胞

ハ「カルミン穎粒テ護現セシムルモ，豫」メ「ベンツオ刈レ」テ注入セル家兎二同様ノ實験ヲナ

シタル場合ハ結締織ノ増殖，「カルミテ染色細胞ノ出現チ認メズト青ヘリ．印チ前2者ノ實

験ハ組織険性細胞ハ「ベンツオール」ニヨリ影響ヲ蒙ラスト青ヒ，後2者ハ影響ラ蒙ルト言7

モノナルガ余ノ實験二於テハ葉ノ部位ニョリテ謹異アルモー般ニハ影響テ蒙リ機能ノ減退テ

認メジメタリ．S舳es㎝（16〕ハ白血球ガ「ベンツオール」ニヨリ障害チ受クルハ「ペィッオー

ル」二脂肪叉ハ類脂肪テ溶解スルガアルガ故ナリ」トシ，Charks（3，ハ白血球ハ流動性ノ毒物

テ吸牧スル能ガアルガタメ「ベンツオール」チ異物トシテ吸牧シ，ソレニヨリ障害テ受クル事

テ言巳載セルガ，然リトスレバ白血球ト類似ノ機能テ有スル組織球性細胞二於デモ亦斯ル作用

行ハル・事ノ可能テルハ考へ得ル所ナリ．

 「ペンッオール」注入ニヨリ皮下組鮒勺三小形貧喰細胞ノ出現スル事ハ既二述ベタリ．本細

胞極ガ如何ナル部位ヨリ，叉如何ナル理由ラ以テ肛硯スルモノナリャノ判定ハ頼ル困難ニシ

テ且ツ興味アル問題ナリ．L1ppmam＆Br置。㎞er㈹八家勇二B㎝zo1，下丘。．iumX等テ注

入シテAIeuc㏄yt芭rトナセル後眼ノ角膜内二一Terp㎝tin，Schweinmtlaufbou三11on，Jequ1r－

oto口I，Tub6rku1in等ラ注入セルニ該組織内二軍核ノ・淋巴球ノ如ヰ細胞出現スルチ認メ，

之デ組織球ナリトシ，叉Li叩mam u．p1esch（9〕ハ腹腔内二同様ノ物質テ注入シテ淋巴球様

ノ細胞ノ出現テ認メ，之テ漿膜内皮細胞ヨリ來ルモノトナシ，Sk1awms〔17〕叉B㎝zo1，
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ThoriumXテ皿テL6ucozyt㎝freiトナセル家兎ノ眼二Terp㎝th，Si1bemitratテ注入シ

テ淋巴球儀細胞ヲ認メテ之テ組織球細胞ヨリ生シタルモノラシト言ヒ，Veiピ22〕ハB㎝mI

及ビ葡萄秋球菌テ静脈内二注入セルニ各臓器二小淋巴球ノ集合ゼルテ認メタリト記載セリ．

 以上ノ研究者ノ認メタル小形軍核細胞ガ余ノ認メタル小形貧瞳細胞ト同一ノモノテリヤ否

ヤバ氏寺ガ該細胞二「ノイトラル赤染色試験，墨粒貧瞳試験等テ掘シテ検セサリシガ敬二羽

カナラザレ薬，比等ガ記載セル固定標本二於ケル細胞ノ形態ト余ガ小形貧瞳細胞出現時二該

組織ノ塗抹標本テ造リテ槍セル細胞ノ形態トノ間ニハ梢類似ノ熱アルモノ・如ク思惟セラ

ル．若シ同一種類ノ細胞ナリトセバー方八起炎性物質ノ注入ニョリテ初メテ該細胞ノ出現セ

ルニ，他方二於テハ斯カル物質ノ注入ナクシテ出現セリト言ア馳二多大ノ興味ヲ蟹ユルナ

リ．余ノ認メタル小形貧喰細胞ガ炎症二關係テ有スルモノニ非ザノレ事テ裏書スルモノニ瀧川

エ21〕ノ實験アリ．氏八家兎皮下二「力ぜオサン」溶液（誰重1Kg二就キO．0I5ヨリ始メ0．05二

達スル迄数回，叉ハ0．05テ1回）テ注入シタル後5目乃至6日ニシテ診部ノ皮下組織テ易咄

シ検シタルニ該組織内二歩棲白血球大ノ固形細胞群ノ著明ナル増加＝チ認メ，之二塁粒貧喰試

験テ行ヒ幻レニ該細胞ハ極メテ貧喰力旺盛ナルテ認メタリ．新カル細胞種ガ果シテ何魔ヨリ

英ノ源テ襲スルヤノ問題ハ容易ニハ開明セラル・財ニアラザル可シ．Lippm・nnu．B・uc㎞・r

（8〕等ノ青ノ如ク局所組織球ヨリ褒生セルモノカ，LipPm刮m u．Pleschユ9〕ノ如ク内皮細胞ヨ

リ生ジ幻レモノカ，He・・o9㈹ノ實駿ノ如ク血管内皮細胞ガ遊離シテ組織内二遊走セルモノ

カ，叉ハMδHendorH U帥一派ノ如クFibrozyt㎝net毘ガ英ノ源ヲナスそ…ノカ，或ハM徹imow

｛1里】ノ主張スル如ク血液ノ淋巴球，（一部組織球）ガ組織内二於テ鐘形セル所謂”polyblast㎝，

ノ如キモノナルカ，絡タ叉全ク他ノ財ヨリ生シタルモノカ，之等ハ更二研究テ積ミテ後開明

セラル可ヰ問題ナリトス．

 1失二實験ノ結果得タル組織球ノ貧喰能ノ愛化，白血球総数，優性エオジン嗜好球ノ核移

動，髄重等；ノ相互關係テ数的二知ラント欲シ相関係藪ヲ求メタレバ英ノ便テ玖二撃ゲン．

  I．組織球貧喰能ト白血球纏藪

    第1家兎 γ＝O．6328土0．1374

    第2家兎γ＝α7033土0．1028

    第3家兎 γ＝0．7333±O．0900

  II．組織球貧喰能ト平均核敷

    第i家兎  γ＝O，1350±0．2207

    第2家兎 ア＝O．8144土α0685

    第3家兎 γ；O．7080土O．0971

 以上6個ノ相関係数ノ内第i家兎二於ケル組織球ノ貧喰能ト平均極数トノ間ノ係数値ハ共

ノ確率誤差ノ3倍以下ナルテ皿テ確賢ナル相屠絨立セズ、之レ組織球ノ貧瞳機能ガ障害テ受

クザルニ既二白血球核ガ著明二愛化テ蒙リタル二基因ス．共ノ他ノ5個ノ係数値ハ何レモ相

鴬犬ニシテ旦ツ皿ノ符糖テ有スルヲ以テ白血球歎及ピ平均核敷ノ減j曾ト組織球貧喰機能ノ減
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増トハ相當密接二相伴7事テ示ス．

結   論

 家兎皮1下二種々ナル量二於テ「ベンツオール」テ注入シ中毒チ越サシメ，血液細胞ノ鐘化，

皮下組織球ノ機能及ビ形態ノ愛化等テ観察セリ．英ノ結果攻ノ如キ緒論ラ得タリ．

 1。從來ノ研究二於クル如ク「ベンツオール」注入二体リテ著明ノ白血球減少症，核型ノ左

方移動テ來セリ．但シ3例申2例ハ第ユ回rベンツオール注入ノ後白血球ノー時的増多症テ

來セリ．赤血球ハ影響テ受クル事比較的軽度ニシテ共ノ数ハ懐．カニ減少セリ．而シテ期カル

鐘化ハ白血球ノ愛化ヨリ遅レテ現川ノタリ、

 2．「ベンツオール注入局所二非チル部位ノ皮下組織球ハ「ベンツオール注入後一般二貧瞳

機能減退テ來セリ．但シ失血性貧血ノ場合ト異ナリ「ベンツオール注入後二於テ在來ノ組織

球ハー般二貧喰能減退スルニ拘ラズ平均貧喰度却ツデー時的二増加テ示セル場合アリ．之1ノ

組織内二新ダニ小形貧喰細胞珊現スルニ因ル．師チ「ベンツオール注入後組織内二極メテ貧

喰力旺盛ナル小固形細胞多数理ハレ殊二注入初期二最モ多藪ニシテ漸次減少セリ．該細胞ハ

多核自血球大ニシテ楯固形乃至腎鱗形ノ軍核テ有シ，染色及ビ貧喰穎粒ハ核ノ蟹出部二葉籏

セリ．本細胞ノ本態二開シテハ向不明ナリ．

 ＆組織球ノ形態的鐘化ノ主ナルモノ八大ナル雀泡形成，染色及ビ貧喰穎粒ノ減少，穎粒

配列ノ異常等ナリ．
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